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拡縮操作による柔軟なレーティングインタフェースの提案
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概要. コンテンツに評価付けをするレーティングインタフェースは，Web上でのユーザ同士のコミュニ
ケーションや推薦システムの構築を目的に使われている．しかし，既存のレーティングインタフェースで
は，スケールや上下限が決められた上でレーティングをおこなわなければならず，ユーザの意図を十分に反
映しきれないという問題があった．そこで本稿では，オブジェクトの大きさを変えることでレーティングを
おこなう，拡縮レーティングインタフェースを提案する．これにより，ユーザは上限がなく連続的なスケー
ルのもとで，柔軟にレーティングをおこなうことが可能になる．

1 はじめに

私達は，文章や画像，映像といった様々な情報や
コンテンツを日々，Web上で閲覧・視聴している．
このようなコンテンツ群に対し，図 1のようなイン
タフェース上でユーザがレーティングをおこなうこ
とがある．ユーザは，責任感や意見の表明，推薦シ
ステムの精度向上，自分用のリファレンス作成を理
由としてレーティングをおこなう [1]．

しかし，図 1のような一般的なインタフェースは，
いくつかの問題を抱えている．まず，ユーザはあら
かじめ決められたスケールでしかレーティングがお
こなえない．レーティングインタフェースのスケー
ルが，ユーザのレーティング行動に影響を与えるこ
とが知られており，適切なスケールをどのように選
択するかは難しい問題である [2]．

さらに，スコアの上下限が決められた状態でしか
レーティングできないという問題がある．そのため，
ユーザが特定のオブジェクトに最も高いスコアを与
えた後に，それよりも良いと思ったオブジェクトを
見つけた場合，より高いスコアを付ける手段がない．
このように，レーティングの範囲が制限されること
で，スコアにユーザの意図が反映されにくくなる．

そこで，本稿では，指定したオブジェクトの大き
さを変えることでレーティングをおこなう拡縮レー
ティングインタフェースを提案する．ユーザは，拡
縮という連続的なスケールでレーティングをおこな
うことができるため，よりユーザの意図をレーティ
ングに反映できる．また，オブジェクトの拡大は無
制限におこなえるため，レーティングを上限がない
柔軟な範囲でおこなうことができる．
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図 1. 一般的なレーティングインタフェース

2 提案システム

本手法では，ユーザは対象オブジェクトのサイズ
を変更することでレーティングをおこなう．ユーザ
は，オブジェクトにマウスポインタを乗せた状態で
マウスホイールを操作することで，オブジェクトを
拡縮することができる．高いスコアを付けたければ
オブジェクトを拡大し，低いスコアを付けたければ
縮小させることでレーティングをおこなう．システ
ムはすべて JavaScriptで実装し，Webブラウザ上
で実行できるようにした．
今回，著者らは，プロトタイプとして図 2, 3のよ

うなアプリケーションを作成した．図 2は，写真に対
してレーティングをおこなっている画面である．気
に入った写真があれば拡大し気に入らなければ縮小
することでレーティングをおこなう．ユーザは大き
さという視覚的フィードバックを受けることで，他
オブジェクトと比較しながらレーティングができる．
図 3は，TODOリストに対してレーティングを

おこなっている画面である．通常，このようなリス
トを重要度で並び変えようとすると，一つ一つのオ
ブジェクトの位置をドラッグ操作で入れ替える必要
がある．一方，本手法では重要なタスクを拡大し，
大きさをもとにソートすることで，簡単に重要度順
に並んだリストを得ることができる．また，再度リ
ストを見なおした時に重要なタスクほど大きくなっ
ているので，重要度を実感してタスクを確認するこ
とができる．
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図 2. 写真のレーティング

図 3. TODOリストのレーティング

3 関連研究

Cosleyらは，レーティングのスケールを変えて実
験をおこない，実験参加者のレーティング行動への
影響を観察した [2]．5段階の星を半分ごとに付けて
いく half-star方式は，好みの映画を評価するには
粗すぎ，好みでない映画を評価するには細かすぎる
という参加者の意見を報告している．本手法は，オ
ブジェクトを拡大すればするほど細かいレーティン
グが可能になるため，このようなユーザのレーティ
ング意図をより反映できると考えられる．

Nobaranyらは，レーティングをおこなう際に，以
前に同等のスコアを付けたものを例示することで，
スピードを犠牲にすること無くユーザの意図をより
反映できることを報告している [1]．本手法は，大
きさという視覚的フィードバックを得ながらの比較
レーティングが可能なため，よりユーザの意図が反
映されることが期待できる．

Blédaitéらは，一対比較にスライドバーを導入し，
どちらがどの程度好きかを表現できるインタフェー
スを提案した [3]．これにより推薦システムの精度
が向上したことを報告している．
中村らは，金額に応じて図形の表示面積を大きく

する家計簿ツールを提案した [4]．これにより，ユー
ザは金額の大きさを実感しながら金額の入力ができ，
様々な気づきを得ながら家計簿の閲覧ができると報
告している．本手法も，大きさという視覚的効果を
レーティングに用いているため，後にオブジェクト

を見返した際に，重要度を実感しながら確認するこ
とができると考えられる．

4 まとめ

本稿では，指定オブジェクトの大きさを変えるこ
とでレーティングをおこなう拡縮レーティングイン
タフェースを提案した．本来，画像などのオブジェ
クトを拡大するという行為は，ユーザがオブジェク
トに対して興味を持っていることの発露である．本
手法は，このような直感的な動作をインターフェー
スに組み込むことで，ユーザはストレスを受けるこ
となくレーティングをおこなえる．
さらに，本手法によって付けられたスコアでソー

トすることで，ユーザが気に入った順での並び替え
が容易になる．このような機能をウェブブラウザの
拡張機能として導入することで，webページの内容
を入れ替えて保存するなどのインタラクションが可
能になる．
また，レーティングのスケールを連続的に上限な

く設定したことで，よりユーザ意図が反映されたレー
ティングが可能になる．実際につけられたスコアを，
どのように数値化していくかを今後の課題としてい
きたい．
今回は拡縮をマウスのホイール操作でおこなった

が，スマートフォンなどのタッチパネル環境では，通
常，オブジェクトの拡縮はピンチ操作でおこなわれ
る．今後は，ピンチ操作での拡縮に対応し，より直
感的なレーティングインタフェースの構築を目指す．
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